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3本の柱でまちづくりをすすめる
佐藤安彦町長　4期目就任式

　4月9日、佐藤安彦町長の4期目の就任式が行われました。
平成26年4月9日の着任から3期12年が経過し、町民、議員、
職員の皆様の支援により、町政を前に進めることができたこ
とへの感謝を述べました。また４期目については、「引き続き
町民のみなさまが本当に南関町に住んでよかったと思って
いただけるような、誇れるまちづくり」を目指し町政運営に当
たっていく意気込みを力強く語りました。

希望に胸を膨らませ
町内小中学校で入学式

　町内4つの小学校の入学式が4月9日午前に行われ、合わせて46人の新一年生が入学しました。
　12人が入学した第一小学校では猿

さるわたり

渡博
ひろ

実
み

校長が、新一年生へ「元気で明るく挨拶をすること」「お話を静かにしっかりと
聞くこと」「友達をたくさん作ること」の3つのことをお願いしました。
　また、南関中学校（正

しょうかわ

川公
こう

一
いち

校長）の入学式も同日午後開かれ、新入生57人が新しい学校生活をスタートしました。

▲立山比呂志監査委員▲4期目の挨拶をする佐藤町長

笑顔で報告
第16回日本バッハコンクール全国大会

　３月２日、佐
さ の

野遥
はる

香
か

さん（１小５年生）がバッハ作曲の課題
曲を演奏する日本随一のピアノコンクールである第16回日
本バッハコンクール全国大会の結果報告をしました。
　佐野さんは、小学5・6年生のB部門に出場し、金賞を受賞
しました。地区大会を勝ち抜き、部門309人中27人が受賞
する大変栄誉な賞です。
　「全国大会に向け苦手な部分を何度も練習した。次は、
夏におこなわれるピティナ・ピアノコンペティションの全国大
会にも出場したいです。」と笑顔で語りました。

初めての全国大会出場で快挙を！！
第25回全国小学生ソフトテニス大会出場

　3月18日、南関ジュニアに所属する酒
さ け み

見泰
た い と

斗さん（１小４
年生）が第25回全国小学生ソフトテニス大会への出場を
報告しました。県大会で準優勝という成績を収めたことによ
る出場となります。
　初めての全国大会出場に「決勝トーナメントに行き、ベス
ト１６を目指したい」と凛とした表情で語りました。

長年の夢かなう
南関素麺　地理的表示（GI）登録

　4月7日、素麺協会が『南関素麺』の地理的表示保護制度
（GI）に登録されたことを町長に報告しました。
　地理的表示保護制度とは、地域ならではの自然的、人
文的、社会的な要因の中ではぐくまれてきた品質、社会的
評価等の特性を有する産品の名称を、地域の知的財産と
して保護する制度です。南関素麺製造業組合 組合長の
綾
あ や た

田慎
し ん や

也さんは「本物の南関素麺を食べてもらいたい」と
話しました。
　なお、今回南関素麺が登録されたことで熊本県のGI登
録数は、北海道と並び全国1位となりました。

GET21なんかんテント寄贈
　３月２６日、GET21なんかん実行委員会から南関町まつ
り実行委員会へ、イベント用テント５張りが寄贈されました。
GET21なんかん実行委員会が約25年前に実施した事業
の締めくくりとして、本年1月にタイムカプセルの掘り起こしを
行い、長年続いてきた事業は一区切りを迎えこれに伴い、こ
れまでの活動で残った資金を活用し寄贈を行いました。
　今回寄贈されたテントはまつり実行委員会主催のまつり
や各種イベントで活用されます。

▲左から佐野遥香さんと町長▲左から酒見泰斗さんと町長

▲左から町長と綾田慎也さん、師富慶太朗さん ▲テントの目録を贈呈するGET21なんかん実行委員の皆さん

　町議会議員改選後の初議会において、立
たちやま

山比
ひ ろ し

呂志さ
んが監査委員に選任されました。立山さんは、２期目の就
任となり、任期は、３月３日から令和12年２月２５日までです。
　監査委員は、地方公共団体の執行機関の一つで、自治
体の財務会計や事業の執行状況等について、監査を行い
ます。町の歳入・歳出状況を精査することにより、町政全体
を適正かつ円滑な運営に導く非常に重要な役割を担って
います。

監査委員の選出監査委員の選出


